
平成 28 年度第３回理事会 

 

日 時：１月１９日(木) 18:30～20:00 

場 所：鹿児島女子高等学校セミナーハウス 

出 席：鮫島、隈本、木佐貫、伊藤、持増、濱田、米澤、福嵜、中曲瀬 

委 任：土器屋、小園、神丸、鶴留、西谷、末吉 

 

議 題: 

１ ＪＢＡ全国専務理事連絡会報告 

 (1) Development-fund(D-fund)の施行について 

   ア D-fund施行に伴う県協会各部署からの申請･報告を取りまとめるための専任者を置くこ

とにした。 

   イ 専任者として県協会ＯＢの遠竹氏に依頼することを決定した。 

   ウ 専任者を中心に３名程度でチームとして対応することとした。 

 (2) 日本社会人バスケットボール連盟の設立について 

   ア 2017 年１月中を目途に都道府県協会内で「社会人連盟設立部会」を設置することになっ

ている。 

   イ 県協会としては、隈本常務理事を中心に、一般、クラブ担当理事、また、南日本リーグ

からのメンバーで部会を設置し、協議することとした。 

 (3) ウィンターカップの選手権化について、これまでの経緯と今後の変更点、検討事項につい

て説明があった。 

  

２ ＷＪＢＬ鹿児島大会について 

(1) ２月 18 日(土)いちき串木野体育館、19 日(日)、20 日(月)県体育館で行われるクォーター

ファイナルの役員依頼の状況、進捗状況等についての確認を行った。 

(2) 来シーズンの鹿児島県開催分の開催地についての確認を行った。 

 

３ その他 

 (1) 中学部より２月 24日～26日に行われる全九州中学生バスケットボール春季選手権大会に

向けての進捗状況が報告された。  

 (2) 中学部よりジュニアオールスター用のユニフォームパンツを、ユニフォーム規定の変更に

合わせたサイズに変更することが報告された。 

(3) ミニの部より、第 37 回全九州ミニバスケットボール大会鹿児島大会開催の報告と協力の

お礼があった。 

 (4) 一般の部より、南九州選手権大会開催について報告があった。これまでより熊本県からの

参加チームが増えたことが報告された。 

 (5) 一般の部より、平成 29 年度全日本総合バスケットボール選手権大会一次ラウンドの日程、

参加チームの決定方法等についての報告があった。 

 


